


































































































































































































































































































































































































































その詳細が記されている。http://rainbowfostercare.jimdo.com/%E 9 %87% 8 C%E 8 %A 6 %AA%
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こと、社会連帯へと展開していく



















Y. Yanagimoto CHUKYO LAWYER
上げとは相容れないことになりかねないことに、もっと注意する必要がある。
39）最判昭和45年 1 月29日刑集24-1-1。
40）このような被害（加害）類型を立てると、強制的な裸体等の写真撮影のみならず、盗撮や性的な画
像を本人の了承を得ないままにネットに上げるといった行為（たとえば「リベンジポルノ」と呼ば
れる行為）も含まれ、一定の対応が可能となる。なお2013年 4 月13日付CNNニュース（ネット版）
が、集団強姦された15歳の女子が、その様子を撮影した写真がネットで拡散され、「人生が破滅し
た」と自殺した事件を報じている（http://www.cnn.co.jp/usa/35030811.html?tag=mcol;relStories）。
なお、リベンジポルノを規制するための新法制定にむけ、自民党内に2014年 2 月27日に特命委員会
が設置され、同委員会は新法の今国会中成立を目指すという（2014年 2 月28日朝日新聞DIGITAL）。
41）法定刑を考えたときに生ずる疑問は、性加害と暴行、傷害の法定刑の関係である。暴行、傷害が人
の安全や不可侵性を保護法益とするのであれば、性加害、暴行、傷害の法定刑はほぼ同じ幅を持た
せてしかるべきである。ところがここにおいても強かんの突出性が見出される。それと同時に、強
かんが突出しているというよりむしろ身体の安全や不可侵性への侵害に対しなされるべき法的非難
の程度が低すぎるともいえるのではないか。これは日本が人間を大切にしない社会であることの表
れであるといえまいか。そうだとすればきわめて残念なことである。広く人の安全、不可侵性の保
護という観点から、暴行、傷害、性的加害をはじめとする人に対する暴力行為について再考するこ
とが必要である。
42）島岡・前出注（ 6）20頁～21頁は、日本の強かん法の問題点を指摘、分析しながら、欧米諸国で
1970年代後半に開始された強かん法の改革が、よりジェンダー平等主義的で被害者保護を重視した
性暴力法制への転換をもたらしたことを指摘する。この変遷の歴史も、今後の法の構造改革、性犯
罪規定改正を考案するにあたり、大いに参考にされるべき事柄である。
43）西田・前出注（18）223頁～245頁は、食べ物と性をめぐり高まる人間社会の緊張を回避するため
に、特定の異性を配分するようになった歴史を、ピグミーチンパンジーの研究などに依拠しながら
描く。二宮・前出注（ 1）39頁は「少なくとも一夫一婦制は、1人の男に 1人の女を、1人の女に
1人の男を配置することによって、より多くの人にパートナー関係を保障し、社会の性的秩序を守
る役割を果たしてきた。」と指摘する。
44）ラーナー・前出注（ 3）299頁。
